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白藍塾オリジナル 

２０１４入試小論文分析＆解答のヒント 

２０１４年４月発行 

 

白藍塾の入試小論文分析は、他の予備校と違って、その問題に対して受験生がどのようにア

プローチすればよいのかを具体的に説明している。そのため、この分析を参考にすれば、誰で

も合格レベルの答案を書けるはずだ。該当の大学・学部の志望者は、ぜひ、これを読んで、自

分で実際に答案を書いてみてほしい。 

執筆・樋口裕一・大原理志 

 

●慶応・総合政策学部 

 総合政策学部では、ここ数年、天下国家を広い視野で論じるような問題が続いていたが、今

年度は、その点、かなり異色だ。また、問１・２では、複数の資料の論点を整理することが求

められているが、これは総合政策ではおなじみのタイプの問題だろう。 

 問１は、資料１と２の学説の違いを説明する問題。資料２は、そもそも資料１のような中国

史の見方を批判している文章なので、その点に注目すればまとめやすい。簡単に言えば、資料

１が、「西洋の影響を中国がいかに受容し、それに反応したか」という視点でしか見ていない

のに対し、資料２は、中国国内の社会的変動や、中国と西洋との相互影響も考慮に入れるべき

だと主張している。そうしたことを、基本型ＡかＢを使ってまとめればよい。 

 問２は、問１の答えを踏まえて、資料３と４の違いが生まれた背景を解説する問題。800字

と字数は多いが、小論文ではなくて説明問題だ。資料３と４の発行された順序を考えれば、資

料３が資料１の、資料４が資料２の見方にもとづいて書かれているのだろうと想像がつくは

ずだ。 

 二つの資料の違いは、大きく言えば、次のようになる。資料３があくまでも清帝国の弱体化

に乗じた欧米列強や日本の勢力拡大が一方的に進んだかのように説明しているのに対し、資

料４では、中国側の主体的な対応や、欧米・日本との関係もそれほど一方的なものではなかっ

たことを、詳細に記述している。そうした違いの背景にあるのが、問１の答えにあるような中

国史の見方の違いだ。つまり、すべてを「西洋の衝撃と中国の反応」の図式で説明しようとす

る資料３と、そうした図式に当てはめるのをやめて中国国内や国際情勢の変動をできるだけ

具体的に追おうとする資料４、という違いがあるわけだ。 

 書き方としては、基本型Ａを応用して、最初に上で挙げたような二つの資料の大きな違い

を示す。次に、「アヘン戦争」「太平天国と洋務運動」「日清戦争」などの主要な出来事ごとに、

二つの資料の説明がどのように違っているかを具体的に説明する。そして最後に、そのよう

な違いの背景に、資料１・２に見られるような中国史の見方の違いがあることを説明すれば

よいだろう。 

 問３は、自分が一番親しみにくかった科目をあげ、その科目の教科書の改良点を提案する

問題。どちらかと言えば、環境情報学部でよくあるタイプのプレゼンテーション問題だ。 

 問１・２と関連付けるのは難しいので、そこはあまり考えず、問題点と改良点がきちんとか



 

2 

み合うように注意して書けばよいだろう。たとえば、「日本史や世界史は、遠い過去から学び

始めるが、現代とのつながりがわかりにくいので興味が持てない。現代史から始める教科書

にするほうが親しみやすい」「理科は、定説やすでにわかっていることしか教えないので、好

奇心を持ちにくい。もっと最新の発見や、研究者がまさに議論し合っているようなトピック

を盛り込んで、科学のおもしろさを実感できるような教科書がよい」「英語の教科書は、文法

の説明がほとんどで、生きた英語力がつきにくい。文法などは後回しにして、実際に使える英

会話のフレーズをいろいろな場面で練習できるような教科書のほうが役に立つ」などなど、

いろいろと考えられるはずだ。 

 第一部でどの科目かをあげ、第二部で、その科目がなぜ親しみにくかったのか（とくにその

科目の教科書のどこに問題があるのか）を説明する。そして、第三部で、教科書をどう改善す

ればよいのかを説明するとよい。 
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